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い
ま
、
町
有
林
基
本
財
産
造
成
の
た

め
の
植
林
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
東
郷
町
の
直
営
町
有
林
は
一
千
四
百

三
十
七
・
五
一
診
あ
り
ま
す
が
、
昭
和

四
十
五
年
度
ま
で
に
、
全
体
の
五
八
・

三
警
に
あ
た
る
八
百
三
十
八
・
三
七
鰺

に
植
栽
を
終
り
．
ま
し
た
。

　
そ
の
内
訳
は
、
ス
ギ
五
三
C
・
七
七

鈴
、
ヒ
ノ
キ
六
八
・
五
三
鈴
、
マ
ッ
一

六
六
・
六
一
診
、
ク
ヌ
ギ
七
二
・
四
六

鈴
で
す
。
最
高
樹
令
は
七
曜
級
（
三
十

二
年
生
）
で
二
十
六
鈴
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
町
有
林
施
業
計
画
に
基
づ
｝
・
・

年
間
三
十
診
の
植
栽
を
実
施
し
ま
す
が

四
十
六
年
度
は
、
ス
ギ
三
十
・
五
六
診

の
植
栽
を
行
な
う
計
画
で
す
。

大
谷
山
の
植
林
地

魎
㍗
鵡

　
　
　
　
　
　
　
古
今
集
に
い
う

山
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
「
久
方
の
光
の
ど

け
き
春
の
日
に
し
づ
心
な
く
花
の
散

る
ら
ん
」
の
花
は
サ
ク
ラ
の
こ
と
を

指
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。

▽
サ
ク
ラ
は
、
い
ば
ら
科
の
落
葉
喬

木
で
、
普
通
に
サ
ク
ラ
と
い
え
ば
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
こ
と
で
、
サ
ク
ラ

は
種
類
が
多
く
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ヒ

ガ
ン
ザ
ク
ラ
、
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
そ
の

他
で
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
国
花
と

し
て
世
界
中
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
牧
水
先
生
の
七
千
首
近
い
作
品
の

な
か
に
も
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
う
た
っ

た
歌
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
　
「
う

す
べ
に
に
葉
は
い
ち
は
や
く
萌
え
い

で
て
咲
か
む
と
す
な
り
山
桜
花
」
の

歌
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。

▽
情
報
化
時
代
と
い
わ
れ
る
昨
今
、

町
民
の
み
な
さ
ん
と
町
役
場
を
む
す

ぶ
パ
イ
プ
と
し
て
、
町
報
の
役
目
が

重
要
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
建
設
的
な
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

瀬
々
走
る
や
ま
め
う
ぐ

ひ
の
う
ろ
く
つ
の
美
し

し
き
春
の
山
ざ
く
ら
花

　
　
　
　
　
　
　
　
牧
　
水
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胆
極
捲

るまと基本構想ま

　
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
の
町
制
施

行
を
契
機
に
、
新
町
建
設
の
指
針
と
な

る
町
振
興
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
し

て
、
町
振
興
計
画
審
議
会
の
専
門
委
員

に
よ
る
基
礎
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
調

査
報
告
書
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
計
画
策
定

を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
き
に

計
画
の
基
本
構
想
案
に
つ
い
て
計
画
審

議
会
の
答
申
を
得
ま
し
た
の
で
、
三
月

町
議
会
定
例
会
に
上
程
し
議
決
を
え
ま

し
た
の
で
、
そ
の
内
容
の
あ
ら
ま
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
町
は
、
町
民
の
総
意
を
代
表
す
る
地

方
自
治
体
と
し
て
の
町
議
会
と
町
長
を

中
心
と
す
る
執
行
機
関
と
が
一
体
と
な

っ
て
、
地
域
課
題
の
解
決
や
町
民
福
祉

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に

昭
和
四
十
二
年
度
以
降
に
お
け
る
施
策

の
主
な
も
の
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
表
）

　
こ
れ
ら
は
総
て
町
民
福
祉
の
向
上
に

つ
な
が
る
・
も
の
で
、
今
後
に
お
い
て
も

積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

は
言
を
ま
た
へ
、
5
い
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ

う
な
施
策
を
進
め
る
た
め
に
は
、
巨
額

の
財
政
投
資
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
当

然
と
い
え
ま
し
し
“
う
。

　
と
こ
ろ
で
町
財
政
の
現
状
を
み
る
と

近
年
、
財
政
収
支
の
悪
化
に
伴
な
い
財

政
力
も
と
み
に
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
昭
和
三
十
五
年
頃
は
○
・
三
四

で
あ
っ
た
財
政
力
指
数
は
近
年
つ
・
二

二
の
水
準
を
低
迷
し
て
い
ま
す
。

　
財
政
収
支
悪
化
の
要
因
と
し
て
は
、

過
疎
現
象
を
始
め
と
す
る
社
会
構
造
の

変
化
に
伴
な
い
、
財
政
の
根
幹
で
あ
る

町
税
の
伸
び
が
期
待
で
｝
、
、
ず
、
こ
れ
に

反
し
て
町
民
の
行
政
需
要
は
増
大
し
高

度
化
し
て
き
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
限
り
あ
る
財
政
力
の
下
で

町
民
の
行
政
需
要
に
こ
た
え
、
福
祉
の

向
上
を
期
待
す
る
た
め
に
は
、
長
期
的

視
野
に
立
っ
た
総
合
的
な
計
画
を
た
て

そ
れ
に
よ
っ
て
計
画
的
に
仕
事
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
振

興
計
画
策
定
の
意
義
も
こ
の
点
に
あ
り

ま
す
。

　
ア
」
の
よ
う
な
目
的
で
策
定
さ
れ
る
振

興
計
画
は
、
計
画
の
基
本
的
方
針
を
示

す
基
本
構
想
と
、
基
本
方
針
を
実
現
す

る
た
め
の
、
基
本
的
施
策
の
方
向
を
定

め
る
基
本
計
画
と
、
基
本
的
施
策
を
年

度
別
に
実
施
す
る
実
施
計
画
の
三
つ
に

よ
っ
て
構
成
し
ま
す
。
今
回
議
決
さ
れ

た
の
は
基
本
構
想
で
す
。
以
下
順
を
お

っ
て
そ
の
概
要
を
述
べ
ま
す
。

計
画
の
期
間
は
十
五
年

　
振
興
計
画
の
期
間
は
昭
和
四
十
六
年

か
ら
六
十
年
ま
で
の
十
五
年
間
と
し
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
基
本
計
画
は
、
前
期

中
期
、
後
期
と
三
段
階
に
区
分
し
、
五

力
年
ず
つ
計
画
し
ま
す
。
実
施
計
画
は

三
年
間
の
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
で
計
画
し

ま
す
。

町
の
将
来
像

基
本
構
想
で
は
十
五
年
後
に
お
け
る

五
力
年
を
三
段
階
に
区
分

　
町
の
総
入
口
を
六
千
五
百
人
と
想
定
し

　
て
い
ま
す
。
そ
の
時
点
に
お
け
る
町
の

　
産
業
構
造
の
見
と
お
し
は
、
第
一
次
産

　
業
（
農
林
業
）
で
は
就
業
人
口
が
現
在

　
よ
り
八
百
人
減
少
し
ま
す
が
、
労
働
生

　
産
性
と
土
地
生
産
性
は
経
営
の
合
理
化

　
近
代
化
が
進
み
大
巾
に
上
昇
し
ま
す
。

　
第
二
、
第
三
次
産
業
ζ
活
発
と
な
り
、

　
農
林
業
と
工
業
の
調
和
の
と
れ
た
農
工

　
併
進
の
姿
を
想
定
し
ま
す
。

昭
和
四
十
二
年
以
降
主
要
事
業
実
績
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
十
五
年
三
月
現
在
）

年
度
別
一
事
　
業
　
名
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牧
水
記
念
館
開
館

越
表
小
学
校
新
築

福
瀬
小
学
校
新
築

坪
谷
簡
易
水
道

農
業
構
造
改
善
事
業

児
童
遊
園
施
設

公
民
館
新
改
築

東
郷
小
学
校
屋
体
新
築

越
表
小
学
校
屋
体
新
築

深
谷
橋
改
良
工
事

下
川
崎
改
良
工
事

町
道
改
良
工
事

災
害
復
旧
工
事

児
童
遊
園
施
設

明
治
百
年
記
念
事
業

坪
谷
小
学
校
屋
体
新
築

児
洗
公
民
館
新
築

町
道
改
良
エ
事

柳
原
橋
架
橋
工
事

福
瀬
橋
と
り
つ
け
道
路

松
尾
林
道
災
害
復
旧

坂
内
橋
改
良
工
事

山
陰
地
区
簡
易
水
道

福
瀬
地
区
児
童
用
プ
ー
ル

児
童
遊
園
施
設

第
一
次
農
集
電
話
施
設
工
事

公
民
館
新
改
築
工
事

寺
迫
小
学
校
プ
ー
ル

町
道
改
良
工
事

松
尾
道
路
改
良

福
瀬
橋
架
橋
工
事

災
害
復
旧
工
事

畜
産
セ
ン
タ
ー
敷
地
造
成

林
業
構
造
改
善
事
業

幹
線
林
道
下
渡
川
日
平
線

開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

緊
急
集
団
桑
園
造
成

事
　
　
業
　
　
量

一
九
三
平
万
層

三
七
五
材

三
七
五
督

　
給
水
戸
数
一
〇
〇
戸

寺
迫
、
田
野
、
鶴
野
内
区

　
仲
野
原
、
稲
葉
野

　
庭
田
、
田
野

　
五
一
〇
平
方
斜

　
二
五
〇
諸

　
　
二
〇
折

　
　
一
二
輝

　
一
、
九
三
〇
材

　
一
〇
ヵ
所

　
・
八
重
原
、
　
越
表
、
　
庭
田

　
総
合
グ
ラ
ン
ド
外

　
三
三
〇
平
方
材

　
一
〇
〇
材

　
一
二
、
　
六
一
二
〇
団
朋

　
　
　
　
六
〇
材

　
　
　
一
二
⊃
層

　
　
　
四
⊂
C
餅

　
　
　
　
一
二
材

　
給
水
戸
数
二
七
三
戸

　
六
八
○
平
方
層

小
野
田
、
田
野
、
大
工
野

　
加
入
戸
数
六
〇
〇
戸

追
野
内
、
出
口
、
仲
野
原

　
三
〇
〇
平
方
綴

　
三
、
一
〇
〇
眉

　
　
　
五
〇
〇
材

　
　
　
一
六
〇
耕

九
ヵ
所

　
三
二
七
平
方
材

三
〇
地
区

橋
梁
一
道
路
五
〇
〇
層

参
加
農
家
一
八
○
戸

用
地
調
達
四
七
一
お

．
集
団
桑
園
三
〇
診
造
成

事
　
業
　
費

　
　
　
　
千
円

一
五
、
○
○
○

四六七六
　、　　、　　、　　、

　
一
、

一
一
、

六
、

五
、

　
一
、

一
〇
、

六
、八八

　、　　、

　一　　　　　一　　　四
三九四八七二〇一五八三三四三八
、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、

　　　　　五

二五四八
　、　　　、　　、　　　、

一
二
四

〇
六
〇
一
八
八

五
四
四

六
二
九

八
四
〇

五
〇
〇

三
〇
〇

五
〇
〇

五
〇
〇

＝
＝

四
〇
〇

八
〇
二

六
一
九

四
一
〇

九
七
二

九
一
三

〇
〇
〇

五
〇
〇

八
○
○

○
○
〇

四
〇
二

七
五
二

〇
＝
一

〇
〇
〇

〇
七
七

五
〇
〇

八
八
〇

五
五
〇
一
五
〇

七
四
五

八
五
一

五
〇
〇

四
一
〇

五
九
三

五
二
〇
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生
涯
教
育
で
人
づ

　
生
活
諸
条
件
の
整
備

　
わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
充
足
す
る
た

め
に
は
、
自
然
環
境
と
都
市
的
環
境
施

設
が
整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
本
町
は
自
然
環
境
に
は
恵
ま
れ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

を
積
極
的
に
保
護
し
、
交
通
、
通
信
体

系
や
生
活
環
境
施
設
を
都
市
並
み
に
整

備
し
、
公
害
の
な
い
住
み
よ
い
東
郷
町

の
建
設
を
目
標
に
し
ま
す
。

　
社
会
福
祉
の
増
進

　
社
会
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
町
民
の

健
康
と
安
ら
ぎ
を
保
障
し
、
そ
の
充
実

向
上
に
努
め
る
こ
と
は
、
地
域
社
会
の

安
定
向
上
を
は
か
る
の
み
な
ら
ず
、
希

望
と
活
力
に
み
ち
た
魅
力
あ
る
郷
土
の

発
展
に
つ
な
が
り
、
町
勢
発
展
の
上
か

ら
も
不
可
欠
の
要
件
で
あ
り
ま
実
恵

ま
れ
な
い
低
所
得
者
層
に
対
す
る
き
め

こ
ま
か
い
施
策
や
児
童
福
祉
、
老
人
福

祉
対
策
も
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
教
育
の
振
興

　
町
民
憲
章
に
示
さ
れ
た
、
平
和
で
健

康
な
そ
し
て
文
化
的
な
郷
土
を
建
設
す

る
人
は
町
民
自
身
で
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
郷
土
づ
く
り
、
国
づ
く
り
は
、

人
づ
く
り
に
は
じ
ま
っ
て
人
づ
く
り
に

終
る
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
た
く
ま
し
い
か
ら
だ
と
豊
か
な
心
、

す
ぐ
れ
た
知
性
と
強
い
意
志
を
持
ち
郷

土
を
愛
す
る
調
和
あ
る
人
づ
く
り
の
た

く
　
h
ソ

め
の
「
揺
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
の

生
涯
教
育
を
理
想
と
し
て
、
本
町
の
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

　
産
業
の
振
興

　
本
町
の
産
業
構
造
は
、
山
村
的
性
格

を
そ
な
え
て
お
り
、
農
林
業
を
中
心
に

展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
の
目
標

年
次
の
昭
和
六
十
年
、
つ
ま
り
十
五
年

後
に
お
い
て
も
そ
の
姿
に
変
り
な
い
も

の
と
想
定
し
、
産
業
振
興
の
重
点
は
農

林
業
に
指
向
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

前
提
に
立
っ
て
、
美
々
津
地
域
開
拓
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
促
進
や
第
二
次
農
業
．

構
造
改
善
事
業
、
第
二
次
林
業
構
造
改

善
事
業
、
山
村
振
興
事
業
等
の
指
定
を

受
け
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
達
成
を
図

り
、
高
生
産
性
農
業
の
展
開
と
林
業
の

効
率
的
開
発
を
推
進
し
て
、
農
林
業
の

近
代
化
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
産
業
構
造
を
よ
り
高
度
化
す
る

た
め
に
、
日
向
延
岡
地
区
新
産
業
都
市

区
域
の
一
翼
を
に
な
う
本
町
の
特
性
を

活
用
し
て
、
第
二
次
産
業
、
第
三
次
産

業
の
展
開
に
つ
い
て
も
積
極
的
施
策
を

推
進
し
ま
す
。

　
広
域
行
政
の
展
開

　
近
時
モ
ー
タ
ー
リ
ゼ
…
シ
ヨ
ン
の
進

行
に
と
も
な
い
、
町
民
生
活
は
よ
り
広

域
的
な
も
の
と
な
っ
て
き
ま
す
の
で
隣

接
町
村
と
も
連
係
を
と
り
な
が
ら
、
具

体
的
に
は
延
岡
地
方
生
活
圏
や
宮
崎
県

北
部
広
域
市
町
村
圏
の
指
定
を
受
け
、

広
域
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

　
行
財
政
の
合
理
化

　
町
行
政
の
運
用
効
率
を
高
め
る
た
め

に
は
、
町
の
行
政
機
構
お
よ
び
区
長
を

中
、
弩
す
る
部
落
組
織
の
両
面
か
ら
合

理
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
は
、
昭
和
三
十
七
年
、
行
政
機
構

の
改
善
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

後
地
域
社
会
の
急
激
な
変
化
に
伴
な
い

行
政
需
要
は
質
、
量
と
も
に
変
化
を

生
じ
、
経
営
組
織
全
般
に
つ
い
て
再
検

討
の
段
階
に
直
面
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
科
学
的
に
分
析
検

討
し
て
町
民
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
し

た
合
理
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
の
合
理
化
は
限
度
あ
る

財
源
の
も
と
で
、
財
政
的
裏
づ
け
を
確

保
し
、
意
欲
的
に
事
業
を
推
進
す
る
た

め
に
、
国
や
県
の
制
度
事
業
を
積
極
的

に
導
入
す
る
と
と
も
に
、
自
己
財
源
で

あ
る
税
源
の
確
保
と
適
正
課
税
に
努
め

町
有
財
産
処
分
の
計
画
的
運
用
と
造
成

を
は
か
り
な
が
ら
、
長
期
的
視
野
に
立

っ
て
の
財
政
計
画
を
策
定
し
、
財
政
の

計
画
的
運
営
を
図
る
よ
う
に
し
ま
す
。
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t
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
交
通
事
故
の
ニ
ュ

ー
ス
の
で
な
い
日
が
な
い
よ
う
に
、
昨

今
の
交
通
事
故
の
激
増
ぷ
り
に
は
想
像

を
絶
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
モ
ー
タ
ー
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

展
と
道
路
の
舗
装
な
ど
が
す
す
み
、
生

活
の
ス
ピ
ー
ド
化
も
伴
な
い
、
交
通
事

故
の
危
険
性
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　
二
月
に
、
「
日
向
市
の
仕
事
場
に
急
ぐ

．
バ
イ
ク
乗
り
の
人
が
国
道
三
二
七
号
線

の
切
通
付
近
で
死
亡
し
、
三
月
に
は
、

坪
谷
小
の
児
童
が
下
校
中
、
道
路
で
飛

び
出
し
、
車
に
は
ね
ら
れ
て
重
傷
を
負

い
ま
し
た
。
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
も

と
よ
り
、
加
害
者
に
と
っ
て
も
将
来
苦

し
い
荷
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
と
し
も
、
四
月
五
日
か
ら
全
国
い

つ
せ
い
に
春
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
歩
行
者
、
運
転
者
、

運
転
者
の
雇
主
そ
の
他
道
路
交
通
に
関

係
の
あ
る
す
べ
て
の
人
に
、
交
通
安
全

思
想
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
の
実
践
を
習
慣
に
し
て
も

ら
い
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な
う
も
の
で

す
。　
今
回
の
安
全
運
動
の
実
施
方
法
は
、

従
来
と
異
な
り
、
期
間
を
前
期
と
後
期

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
応
じ
て

効
果
的
な
運
動
を
行
な
い
ま
す
。

　
前
期
は
、
四
月
五
日
か
ら
十
日
ま
で

の
六
日
間
に
、
歩
行
者
の
事
故
防
止
を

目
標
と
し
、
老
人
と
新
入
学
児
童
園
児

の
保
護
を
重
点
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

　
後
期
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
目

前
に
控
え
て
の
四
月
二
十
六
日
か
ら
五

月
一
日
ま
で
の
六
日
間
、
行
楽
期
に
お

け
る
交
通
事
故
防
止
を
目
標
と
し
て
、

飲
酒
運
転
、
速
度
違
反
、
そ
の
他
無
謀

運
転
な
ど
の
追
放
を
重
点
に
推
進
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
事
故
防
止
を

　
東
郷
町
で
は
、
こ
の
運
動
期
間
中
、

町
内
の
主
な
通
学
道
路
で
、
新
入
学
児

童
園
児
の
保
護
の
た
め
に
安
全
指
導
を

行
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
つ
い
こ
の
間
ま
で
、
母
親
の
目
の
届

く
と
こ
ろ
で
遊
ん
で
い
た
お
子
さ
ん
が

学
校
へ
保
育
所
へ
と
出
か
け
ま
す
。
ひ

と
り
で
家
を
出
る
よ
う
に
な
っ
て
ホ
ッ

と
す
る
の
も
束
の
間
、
こ
ん
ど
は
学
校

の
行
き
帰
り
が
心
配
に
な
り
ま
す
。

　
道
路
を
横
切
る
と
き
、
車
と
車
の
間

を
す
り
ぬ
け
る
無
理
な
横
断
は
事
故
の

も
と
で
す
。
必
ず
右
を
見
て
左
も
よ
く

見
て
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
…
…
と
い

う
ご
く
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
交
通
事
故
防
止
の
キ
メ
手
は
、
何
と

い
っ
て
も
運
転
者
や
歩
行
者
の
一
人
唄

人
が
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
実
践
す
る

こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。



4郷東同町昭46。4．1

25

冾
ﾉ
町
長
と
町
議
会
議
員
選
挙

　
四
月
十
一
日
に
県
知
事
と
県
議
会
議

員
の
選
挙
が
行
へ
、
5
わ
れ
ま
す
が
、
す
で

に
活
発
な
選
挙
運
動
が
く
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
十
五
日
に
は
町
長
と
町
議

会
議
員
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ

の
選
挙
の
告
示
は
四
月
十
八
日
に
行
な

わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
日
か
ら
は
選
挙

運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
ム
「
度
の
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
く

ら
し
に
直
結
し
た
重
要
な
選
挙
で
す
。

　
買
収
、
供
応
な
ど
の
選
挙
違
反
が
あ

と
を
た
た
な
い
わ
が
国
の
選
挙
の
実
態

は
、
わ
た
し
た
ち
有
権
者
の
反
省
を
強

く
う
な
が
し
ま
す
。
選
挙
違
反
は
有
権

者
の
汚
転
と
も
い
え
ま
す
。

　
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
フ
ェ
ア
な
選
挙

を
実
践
し
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
の
達

成
に
つ
と
め
ま
し
レ
伽
う
。
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自誓7轟．らマ4鼎．

彪賦ん賦彦罵’ぎA

，　L9」　監●」　L．」し●’

選
ぶ
目
が
生
き
て
の
び
ゆ
く
地
方
自
治

自
治
と
い
う
こ
と

　
わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
県
や
町

を
地
方
自
治
体
と
い
い
、
そ
の
区
域
の

行
政
を
処
理
し
て
い
く
た
め
に
、
一
定

の
自
治
権
を
も
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し

た
ち
が
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
こ
れ
ら
地
方
自
治
体
は
、
中
央

政
府
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
地

方
住
民
の
た
め
に
存
在
す
る
も
の
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
い
い
か
え
れ
ば
、
地

方
自
治
体
の
最
終
責
任
者
は
、
中
央
政

府
や
そ
の
他
の
誰
に
あ
る
の
で
も
な
く

住
民
自
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
が
、
県
知
事
や
町
長
を

選
挙
し
、
ま
た
議
会
の
議
員
を
選
挙
す

五

ア

る
の
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
方
自

治
体
の
政
治
、
行
政
を
自
分
た
ち
の
手

で
行
な
う
た
め
な
の
で
す
。

　
　
国
の
行
政
と

　
　
地
方
の
行
政

　
県
や
町
に
自
治
権
が
あ
る
と
い
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
国
に
対
す
る

絶
対
的
な
自
治
権
が
あ
る
と
い
う
意
味

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
代
初
期
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
都
市
に
は
そ
う
い
う
意
味
で

の
絶
対
的
な
自
治
権
が
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
今
日
の
国
家
に
お
い
て

は
、
国
や
他
の
地
方
自
治
体
に
対
し
て

相
対
的
な
意
味
で
の
自
治
権
を
も
つ
も

の
で
す
。

　
地
方
自
治
体
が
国
の
政
策
に
全
く
反

し
て
行
政
を
行
な
っ
た
り
、
他
の
地
方

自
治
体
の
利
益
を
無
視
し
た
り
す
る
こ

と
は
、
結
局
、
わ
た
し
た
ち
の
幸
福
に

な
ら
な
い
は
ず
で
す
。
同
じ
よ
う
に
国

が
地
方
の
実
情
を
無
視
し
て
、
独
善
的

に
政
治
を
行
な
っ
て
も
う
ま
く
い
く
は

ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
く
ら
し
と
直

　
結
す
る
行
政

　
地
方
自
治
体
は
、
住
民
の
福
祉
を
増

進
さ
せ
る
た
め
に
存
在
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
行
政
は
、
わ
た
し
た
ち
の
日

常
生
活
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で

す
。
教
育
、
土
木
、
産
業
、
社
会
福
祉

衛
生
、
消
防
、
警
察
な
ど
み
な
わ
た
し

た
ち
の
く
ら
し
に
直
結
し
て
い
る
も
の

ば
か
り
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
身
近
か
な
問
題
を
処
理

す
る
の
が
地
方
自
治
体
の
仕
事
な
の
で

す
。
そ
れ
は
、
地
方
自
治
体
で
自
主
的

に
処
理
す
る
方
が
適
当
な
も
の
が
多
い

か
ら
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
に
わ
た

し
た
ち
は
自
分
の
住
む
町
や
県
の
政
治

行
政
に
つ
い
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
も
っ
と

関
心
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
度
行
な
わ
れ
る

地
方
選
挙
の
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
認

識
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

配
膳
に
投
票
区

　
第
二
投
票
区
の
長
崎
部
落
と
第
三

投
票
区
の
ウ
ト
ギ
部
落
は
、
投
票
所

か
ら
遠
く
離
れ
て
お
り
、
し
か
も
交

通
の
便
利
が
悪
く
投
票
所
に
行
く
こ

が
大
変
で
、
新
し
く
投
票
所
を
設
置

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
こ
の
ほ
ど

あ
り
ま
し
た
。

　
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
地

元
の
涛
な
さ
ん
の
考
え
を
お
聞
き
し

た
う
え
で
、
県
と
協
議
し
た
結
果
、

今
度
の
統
一
地
方
選
挙
か
ら
新
し
く

投
票
区
を
設
置
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

新
有
権
者
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
越
表
海
野
　
慶
子

　
三
月
十
六
日
、
知
事
候
補
者
二
九
を

県
内
マ
ス
コ
ミ
は
待
っ
て
ま
し
た
と
ば

か
り
発
表
し
た
。
気
の
せ
い
か
県
民
が

一
団
と
な
っ
た
思
い
が
し
た
。

　
こ
と
し
は
選
挙
の
年
で
あ
る
。
め
ぐ

ま
れ
た
わ
た
し
た
ち
新
有
権
者
の
心
も

ま
た
同
じ
よ
う
に
こ
お
ど
り
し
て
い
る

と
思
う
。

　
と
に
か
く
、
良
い
人
を
選
出
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
良
い
人
と

は
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
る
と
い
う
の
だ

ろ
う
か
。
思
う
に
、
良
い
人
と
は
言
行

一
致
者
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
ま
た
、
自
己
の
信
念
に
ゆ
る
ぎ
な
い

人
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
図
々
し
い
と
い

う
か
、
が
ん
固
だ
と
い
う
か
、
わ
た
し

は
、
自
己
の
信
望
に
向
か
う
、
ね
ば
り

強
き
は
、
明
せ
き
な
頭
脳
と
同
時
に
伴

わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
わ
た
し
は
、
街
頭
演
説
を
聴
く
の

は
好
き
だ
。
実
際
、
そ
こ
で
人
物
を
見

な
が
ら
票
案
を
練
り
た
い
。
そ
し
て
、

賄
ろ
を
使
え
な
い
、
人
間
的
強
み
の
あ

る
人
を
見
つ
け
た
い
と
思
う
。

　
わ
た
し
た
ち
に
任
せ
ら
れ
た
義
務
は

常
に
前
進
し
て
く
れ
る
人
物
を
見
き
わ

め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
う
い

う
人
物
に
協
力
す
べ
く
、
清
き
一
票
を

投
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
良
い
町
づ
く
り

良
い
国
づ
く
り
の
た
め
に
、
わ
た
し
も

進
ん
で
政
治
に
参
加
し
よ
う
と
、
初
選

挙
に
対
し
て
意
気
ご
ん
で
い
る
今
頃
で

あ
る
。
　
（
原
文
の
ま
ま
）
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米
か
ら
飼
料
作
物
へ

，
3
、
”

段
馨　
■
昌
－

」
菊

醤・

一
年
間
飼
育
で
共
販
出
荷

　
国
は
昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
米
の
生

産
調
整
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
四
十

六
年
度
も
引
き
続
き
生
産
調
整
を
行
な

う
こ
と
に
な
り
、
東
郷
町
で
は
、
生
産

数
量
二
百
四
十
ニ
ト
ン
、
八
十
六
診
の

生
産
調
整
割
あ
て
を
う
け
ま
し
た
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
生
産
調
整
対
策
は

あ
く
ま
で
も
米
の
需
給
緩
和
を
は
か
る

こ
と
が
目
的
で
あ
っ
て
、
農
業
の
不
振

に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
く
、
需
要
の

拡
大
さ
れ
る
作
物
へ
の
転
換
を
は
か
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
転
作
の
基
本
的
な
考
え
方
、
具
体
的

な
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中

で
、
決
定
し
だ
い
改
め
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
肉
用
牛
肥
育
素

牛
導
入
事
業
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
米
作
か
ら
飼
料
作
物

鶴野内、伊東爾さん飼育の肉牛

へ
の
転
作
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
肉
用

肥
育
素
牛
（
牝
）
を
導
入
し
た
場
合
、
県

と
東
旧
即
席
連
が
必
要
な
助
成
を
行
な

い
、
肉
用
肥
育
経
営
発
展
の
た
す
け
と

す
る
事
業
で
す
。

　
事
業
の
内
容
は
、
町
の
指
導
で
農
協

が
事
業
主
体
と
な
り
、
神
主
を
購
入
し

て
、
組
合
員
に
「
年
間
肥
育
を
予
定
し

共
販
出
荷
す
る
も
の
で
す
。
　
＝
月
当
り

の
期
中
頭
数
は
一
頭
か
ら
二
十
九
頭
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
頭
八
万
円
の
素
牛

一鞭

ﾜ
蟹
い
藤
鵬
舗
購
期

の
四
（
三
千
二
百
円
）
、
三
連
補
加
へ

円
頭
当
り
四
百
円
で
す
の
で
合
計
三
千

六
百
円
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
農
協
は
一
頭
に
つ
き
八
万
円

の
貸
付
を
一
年
間
行
な
う
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
利
息
が
約
五
千
四
百
円
に
な

り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
昭
和
四
十
五
年
八
月

の
セ
リ
市
か
ら
、
稲
ワ
ラ
、
乾
草
を
主

体
に
し
て
、
一
戸
当
り
十
頭
か
ら
二
十

頭
飼
育
す
る
農
家
を
選
定
し
て
す
で
に

実
施
中
で
、
成
績
は
な
か
（
、
5
か
良
好
で

す
。　
四
十
六
年
度
に
東
郷
町
で
は
六
十
頭

の
予
見
飼
育
を
計
画
中
で
、
六
月
に
希

望
者
の
と
り
ま
と
め
を
行
な
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
申
込
方
法
な
ど
は
後
日

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
三
月
の
冬
季
仔
牛
セ
リ
市
の
結
果
を

参
考
ま
で
に
わ
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
表
）

昭和46年度冬季仔牛セリ市成績表（東郷町）

月嚇識平均瑚最高価搬低価格…部落別

3．4牝．

　〃　去

　〃　．計．

3．5牝

　〃　．去

　〃　計

3．6牝

　　去

　　計

計

頭　　　円　　　円
21：　99，524　151，000

28　115，824　1・42，000

49　107，625

24　117，625　250，000

14　107，000　128，000

38113・μ

27　　97，704　162，000

28114，107．
P62，000

53　106，055

143　108，734

　　円
　　　羽坂、坪谷、72，000

　　　田野
81，000下渡川

　　　1

・軌…喬鼎鶴野
　　　｛
82，000小野田

63，000．福町、仲深

％・・麟 }

青
年
の
船
募
集
要
領

　
飛
行
機
な
ど
の
発
達
に
よ
り
、
世
界

が
非
常
に
狭
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
こ
数
年
の
海
外
へ
の
渡
航
者
は

飛
躍
的
に
伸
び
て
来
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
海
外
渡
航
の
手
続
き
を
処

理
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
青
年

の
船
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
訪
問
先
目
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
（
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
予

定
）▽

応
募
資
格
陛
①
長
期
の
船
上
生
活
お

よ
び
団
体
生
活
に
適
応
で
き
る
満
二
十

歳
以
上
二
十
六
歳
未
満
の
健
康
な
男
女

②
中
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
英
会
話
能

総売上価額15，549，000円　1頭当り平均価額は前回

に比し約14，000円高となっている。

力
の
あ
る
盾

③
将
来
、
職
場
、
地
域
、
青
少
年
団
体

な
ど
で
中
堅
的
な
活
動
を
期
待
で
き
る

者④
大
学
、
高
校
に
在
学
中
の
も
の
、
海

外
渡
航
の
経
験
の
あ
る
者
、
ま
た
は
近

く
海
外
渡
航
す
る
こ
と
が
確
実
な
人
は

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

▽
派
遣
期
間
1
1
二
月
上
旬
か
ら
三
月
下

旬
ま
で
の
約
五
十
日
間

▽
経
費
“
参
加
費
用
と
し
て
、
一
人
五

万
円
の
負
担
金
が
必
要
で
す
。

▽
募
集
期
間
目
四
月
十
五
日
ま
で
。

　
応
募
を
希
望
す
る
人
は
四
月
十
日
ま

で
に
東
郷
町
教
育
委
員
会
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

・
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明
る
い
農
村

豊
か
な
老
後

六
十
歳
か
ら
経
営
移
譲
年
金

41昭46．

　
農
業
経
営
の
近
代
化
を
す
す
め
る
な

か
で
、
農
業
者
に
対
す
る
老
後
の
生
活

安
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
と

し
の
一
月
か
ら
農
業
者
年
金
が
発
足
し

現
在
農
協
で
加
入
手
続
き
の
事
務
を
と

っ
て
い
ま
す
。

　
被
保
険
者
に
な
る
人
と
納
め
る
保
険

料
は
二
月
号
の
町
報
で
お
知
ら
せ
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
今
月
号
で
は
そ
の
給

付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

経営移譲（65歳まで）を要件とする給付

B

給付の型
　　　’

←
　経営移譲の

　有無にかか

　わらず行な

　う給付

D国民年金所得比例給付

准
鞭

E国民年金定額給付

’

灘
65歳60歳

　
で
は
ど
ん
な
年
金
が
も
ら
え
る
の
か

別
図
を
み
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
図
の
斜
線
の
部
分
（
A
お
よ
び

8
）
が
経
営
移
譲
年
金
で
、
網
の
目
の

部
分
C
が
農
業
者
老
齢
年
金
で
す
。
白

の
部
分
（
D
お
よ
び
E
）
は
国
民
年
金

の
所
得
比
例
給
付
と
定
額
給
付
で
す
が

こ
れ
も
六
十
五
歳
か
ら
給
付
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
経
営
移
譲
し
た
人
は
、
六
十

五
歳
か
ら
は
、
E
、
D
、
C
、
B
の
西

階
建
て
の
年
金
を
も
ら
い
、
経
営
移
譲

し
な
か
っ
た
人
は
、
E
、
D
、
C
の
三

階
建
て
の
年
金
を
も
ら
う
と
い
う
こ
と

30年25年20年5年

給付の月額

　　　加入期間

　●
給付の種穎

に
な
り
ま
す
。

二
十
年
で
月
額
　
八
、
八
○
○
円

円．
円

円円

24，000，00016，0008，000

60～64歳経営移譲を

　　　　1要件とする
の給付給付　　A

非
加
入
者
は
九
、
六
〇
〇
円

　
別
表
で
年
金
の
大
ま
か
な
給
付
月
額

は
お
わ
か
り
と
思
い
ま
す
が
、
も
う
少

し
く
わ
し
く
み
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

経
営
移
譲
年
金

　
こ
の
年
金
は
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五

歳
に
な
る
ま
で
と
、
六
十
五
歳
以
降
の

二
本
立
て
と
な
っ
て
い
ま
す
。

防
①
六
十
歳
ま
で
に
経
営
移
譲
し
た
と

き
は
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま

で
、
八
百
円
に
保
険
料
納
付
済
月
数
を

乗
じ
た
額
が
年
金
と
し
て
も
ら
え
ま
す

一一 ｺ1

2，400

円h
円

円

2，0001，6000

6，0005，0004，0001，000

経営移譲（65歳
まで）を要件と
する給付　　B

経営移譲の有無
にかかわらず行
なう給付　　C

5，4004，5003，6000

比
　
D

得所望口
付
民
給
国
例

11，200 12，釦09，6006，000

国民年金定額給
付
　　　　　※E

計B÷C÷D÷E　　8，700　18，8〔〕0　22，700　26，600

0内はC÷D÷E（7，900）（17，200）（20，700）（24，200）

（献

嚶
u
聾
　
」

　
②
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま

で
の
間
に
経
営
移
譲
し
た
と
き
は
、
そ

の
時
点
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
、

最
低
八
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

④
　
六
十
五
歳
以
降
の
分
は
八
十
円
に

保
険
料
納
付
済
月
数
を
乗
じ
た
額
で
、

㈲
の
一
割
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
農
業
者
老
齢
年
金

　
こ
の
年
金
は
、
六
十
五
歳
か
ら
終
身

65

ﾎ
以
降
　
の
給
付

一
本
立
て
で
、
二
百
円
に
保
険
料
納
付

済
月
数
を
乗
じ
た
額
と
な
り
ま
す
。

櫻
饗
　
擢
錘
謎
）

　
有
利
な
経
営
移
譲

　
こ
の
例
の
よ
う
に
、
農
業
者
年
金
の

最
低
資
格
期
間
二
十
年
の
人
が
、
六
十

歳
で
経
営
移
譲
す
れ
ば
、
経
営
移
譲
年

金
一
万
六
千
円
（
月
額
）
A
の
給
付
が
は

じ
ま
り
、
そ
し
て
、
そ
の
人
が
六
十
五

歳
に
な
る
と
、
国
民
年
金
の
定
額
給
付

九
干
六
百
円
E
（
別
表
の
※
印
の
説
明

の
よ
う
に
十
年
分
プ
ラ
ス
）
と
、
同
所

得
比
例
給
付
三
千
六
百
円
D
　
（
こ
れ

は
農
業
者
年
金
と
同
時
発
足
で
二
十
年

分
）
そ
れ
に
経
営
移
譲
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
給
付
さ
れ
る
農
業
者
老
齢
年
金

　　　　　　　コ（注）（）内は経営移譲しなかった人

※　国民年金定額給付は、36年発足のため加入期間に

　　10年分を加えて計算されている。定額分は25年拠

　　出（最低資格期間）で月額8，000円、30年で9，600円、

　　35年で11，200円、40年で12，800円となる。

　〔算式〕納付月数x520円＝給付年額

四
千
円
C
お
よ
び
、
こ
れ
ま
で
受
け
て

き
た
経
営
移
譲
年
金
の
一
割
一
千
六
百

円
B
の
合
計
月
額
一
万
八
千
八
百
円
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
六
十
五
歳
に
な
っ
て
も
経
営
移
譲
し

な
か
っ
た
人
は
、
経
営
移
譲
給
付
の
一

割
に
相
当
す
る
一
千
六
百
円
が
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
月
額
一
万
七
千
二
百
円
の

給
付
を
う
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の

年
金
は
経
営
移
譲
の
促
進
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
の
で
、
経
営
移
譲
し
た
人
に

は
と
く
に
有
利
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

経
営
移
譲
し
な
か
っ
た
人
に
対
し
て
も

保
険
料
の
か
け
す
て
に
な
ら
な
い
よ
う

自
分
の
納
め
た
保
険
料
と
利
息
分
が
返

っ
て
く
る
仕
く
み
が
と
ら
れ
て
い
ま
す

こ
れ
が
六
十
五
歳
か
ら
経
営
移
譲
し
な

く
て
も
給
付
さ
れ
る
農
業
者
老
齢
年
金

に
あ
た
る
わ
け
で
す
。

’
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尾鈴山で救助訓練懸警〃・ ダ　、

標識も補修

　
三
月
八
日
午
前
八
時
か
ら
坪
谷
の
尾

鈴
山
入
口
か
ら
山
頂
に
か
け
て
救
助
訓

練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
近
尾
鈴
山
の
登
山
者
が
多
く
な
っ

て
い
る
た
め
、
頂
上
付
近
で
遭
難
者
が

出
た
と
の
想
定
で
、
日
向
署
の
警
ら
隊

員
と
パ
ト
カ
ー
乗
務
員
十
四
人
が
町
消

防
団
員
、
役
場
山
の
会
員
ら
五
一
の
協

力
で
戸
高
辰
雄
巡
査
部
長
の
指
揮
の
も

と
携
帯
無
線
機
を
活
用
し
て
機
敏
な
救

助
訓
練
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
山
頂
標
識
の
補
修
、
危
険

個
所
の
確
認
を
し
た
ほ
か
、
登
山
道
入

口
に
、
登
山
者
名
簿
を
そ
な
え
つ
け
ま

し
た
。
日
向
署
で
は
登
山
す
る
人
は
必

ず
こ
の
名
簿
に
書
い
て
登
る
よ
う
呼
べ
）

か
け
て
い
ま
す
。

繊
維
工
場
の
完
成

も

　
小
野
田
の
東
郷
ミ
ッ
ト
（
株
）
と
鶴
野

内
の
大
日
合
繊
の
工
場
が
こ
の
ほ
ど
そ

ろ
っ
て
完
成
し
、
本
格
操
業
に
は
い
り

ま
し
た
。

　
東
郷
ニ
ッ
ト
は
従
業
員
が
現
在
、
男

九
人
、
女
二
十
三
人
の
計
三
十
二
人
で

ニ
ッ
ト
ノ
ヤ
ツ
の
縫
製
、
加
工
を
し
て

出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
大
日
合
繊
は
、
旭
合
繊
の
下
請
工
場

で
、
従
業
員
は
男
九
人
、
女
二
十
人
の

計
二
十
九
人
で
、
稔
糸
と
カ
セ
を
出
荷

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
の
会
社
と
も
、
従
業
員
は
地
元

か
ら
採
用
し
て
い
ま
す
。

心
尽
に
も
現
在
東
郷
合
繊
の
工
場
の

建
設
が
す
す
ん
で
お
り
ま
す
。

チ僻ジー鄭鼻一馬サ
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塩
月
儀
市

　
羽
坂
神
社

　
　
　
い
ぎ
な
き
の
み
二
と

祭
神
は
伊
邪
那
岐
命
と
速
玉
男

や
命
で
あ
る
。
社
殿
は
古
く
は
冠
嶽
の
天

　
　
狗
岩
の
も
と
に
あ
っ
た
が
後
土
御
門
天

　
皇
の
文
明
年
間
（
五
〇
〇
年
前
）
冠
嶽
の

　
権
現
山
に
遷
座
し
、
明
治
四
年
に
羽
坂

　
神
社
と
改
称
し
、
昭
和
六
年
日
羽
坂
に

解
遷
座
し
た
。
（
写
真
）

　
　
天
文
十
八
年
（
四
四
〇
年
前
）
に
天
氏

》　中
俣
大
炊
左
右
衛
門
尉
重
昌
の
寄
進
し

サ
た
梵
鐘
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
梵
鐘

瑛　
の
銘
が
町
名
「
東
郷
」
の
起
源
を
知
る

タ
》
に
は
貴
重
な
資
料
で
あ
る
ば
か
り
で
な

　
鐙
艘
騰
羅
繋
鶏
諜

ゲ
最
古
の
も
の
で
重
要
な
文
化
財
と
し
て

『
近
く
県
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
こ
と

ア　
に
な
っ
て
い
る
。
寄
進
者
の
天
氏
は
山

山
主
で
盆

田
舞
遷
「
す

山
沿
年
間
（
四
葦
剛
）
・
の
地
に

　
疫
病
が
大
流
行
し
て
村
人
が
多
く
死
亡

～
　
し
た
。
里
人
た
ち
は
恐
れ
憂
え
て
、
こ

～
　
の
災
難
を
免
が
れ
る
に
は
神
の
御
守
護

　
蒙
㌶
畷
難
嘉
鶴

払
打
ち
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
社

～
　
殿
を
建
て
祇
園
牛
頭
天
と
称
し
た
。
明

　
治
四
年
に
須
賀
神
社
と
改
め
た
。

伊
佐
賀
神
社

　
越
表
の
中
水
流
に
鎮
座
し
、
祭
神
は

農
の
禎
嘉
王
の
次
畢
智
王
で
あ
心

爵
懇
蕪
藻
蘂
烈
配

縫
（
甕
舞
馬
鞭
登

灘
雌
計
三
浦
腿
　

・
陰
坪
谷
・
経
て
神
門
に
落
・
つ
兆

た
。
と
こ
ろ
が
逆
臣
た
ち
が
ア
一
れ
を
知
ヤ

リ
、
そ
の
後
を
追
っ
た
9
禎
智
慧
は
逆
あ

臣
た
ち
を
越
表
の
伊
佐
賀
坂
で
迎
え
撃
や

っ
た
が
戦
利
な
く
次
子
三
智
王
は
敵
の
晩

流
れ
矢
に
あ
た
っ
て
戦
死
し
・
自
ら
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

傷
を
負
う
た
。
当
時
長
子
の
福
智
王
は
“

蚊
屋
浦
（
高
鍋
）
に
居
た
が
ア
一
の
報
に
接
略

圃一�
轄
喧
ﾙ

年
に
伊
佐
賀
建
・
改
称
・
た
・
　

　
　
　
　
　
　
！
．
慣
遺
一
9
は
は
応

一“》、やあ樹チ衛’ジ飛ザー鴨飢

○
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ヲ電：

　
国
保
被
保
険
者
証
の

　
更
新
は
終
り
ま
し
た
か

　
赤
色
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

は
、
三
月
三
十
一
日
で
有
効
期
限
が
き

れ
ま
し
た
の
で
、
す
で
に
三
月
中
に
新

し
い
被
保
険
者
証
と
更
新
を
終
り
ま
し

た
が
、
な
か
に
は
、
ま
だ
新
し
い
被
保

険
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
も
、
5
い
人
が

い
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
黄
色
で
す
が

四
月
一
日
か
ら
は
、
こ
の
黄
色
の
被
保

険
者
証
で
な
い
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
更
新
を
う
け
て
い
な
い
人
は
、

電話のかけかたを

もっと上手に

かけるにもきるにもエチケット

早
目
に
役
場
住
民
課
で
手
続
き
を
す
ま

せ
る
よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
な
ど
で
遠
隔
地
被
保
険

者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
被

保
険
者
証
の
ほ
か
に
在
学
証
明
書
が
必

要
で
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の

　
納
め
忘
れ
は
早
目
に

　
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
国
民
年
金
の
保
険
料

は
、
納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
な
け
れ

な
り
ま
せ
ん
。

　
納
期
限
は
、
四
月
か
ら
六
月
分
を
七

月
末
日
ま
で
に
…
と
い
う
よ
う
に
、
三

ヵ
月
ず
つ
年
四
回
定
め
ら
れ
、
十
月
、
一

月
、
四
月
の
各
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す

　
こ
の
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
い
な
い
と
、
ケ
ガ
を
し
た
り
、
ご
主

人
が
死
亡
し
た
り
し
た
り
し
た
と
き
な

な
ど
に
障
害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

身
ン

劇
鷺

流
た

　
こ
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
て
か
ら
で

は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
納
め
忘
れ
の
保

険
料
が
な
い
か
ど
う
か
役
場
福
祉
係
で

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　
四
十
五
年
四
月
か
ら
四
十
六
年
三
月

目
で
の
保
険
料
は
、
四
十
六
年
四
月
三

十
日
を
過
ぎ
ま
す
と
、
印
紙
の
方
法
で

納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
後
は

現
金
で
直
接
社
会
保
険
事
務
所
へ
納
め

る
か
、
納
付
書
を
使
っ
て
郵
便
局
な
ど

で
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す

　
こ
う
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
手
数
が
か

か
っ
て
め
ん
ど
う
で
す
し
、
も
し
事
故

が
起
っ
た
と
き
に
給
付
が
う
け
ら
れ
な

い
ば
か
り
か
、
何
ヵ
月
も
滞
納
す
る
と

額
が
大
き
く
な
っ
て
一
度
に
納
め
に
く

く
な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、

少
し
の
滞
納
の
た
め
に
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
四
十
五

年
組
分
の
保
険
料
は
四
月
中
に
納
め
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
世
は
あ
げ
て
情
報
化
時
代
－
集
団

自
動
電
話
が
開
通
し
て
、
一
年
が
す
ぎ

ま
し
た
。
は
じ
め
は
、
電
話
の
か
け
万

が
わ
か
ら
ず
、
ま
ご
つ
い
て
い
た
の
に

最
近
で
は
す
っ
か
り
慣
れ
た
も
の
で
、

子
ど
も
か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で
、
ほ
と

ん
ど
の
人
が
電
話
を
扱
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
反
面
、
電
話
を
か
け
よ
う
と
思

っ
て
も
い
つ
ま
で
も
話
し
中
で
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
、
ま
ち
が
い
電
話
で
迷
惑
し

た
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
通
話

の
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
電
話
を
じ
ょ
う

ず
に
、
そ
し
て
気
軽
に
使
い
ま
し
ょ
う

観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

▽
主
催
　
東
郷
町
商
工
会

▽
後
援
　
東
　
郷
　
町

▽
題
材
　
東
郷
町
の
名
所
、
旧
跡
、
自

　
　
然
風
景
、
風
俗
な
ど
で
本
町
独
特

　
　
の
観
光
的
表
現
に
す
ぐ
れ
た
も
の

▽
作
品
　
白
黒
ま
な
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

　
　
ト
で
キ
わ
，
ビ
ネ
以
上
四
切
ま
で

▽
締
切
　
昭
和
四
十
六
年
四
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発
表
　
昭
和
四
十
六
年
五
月
五
日

　
　
　
　
東
郷
町
役
場
内
に
展
示

▽
賞
　
特
選
　
三
点
　
賞
牌
と
記
念
品

　
　
　
入
選
　
四
点
　
賞
状
と
記
念
品

　
　
　
選
外
　
応
募
者
全
員
記
念
品

▽
注
意
　
作
品
に
は
題
名
、
住
所
、
氏

　
　
名
明
記
の
こ
と
。
点
数
は
制
限
し

　
　
な
い
が
未
発
表
ま
た
は
他
に
応
募

　
し
て
い
な
い
自
作
品
に
限
る
。
入

　
　
選
の
場
合
、
著
作
権
は
本
会
に
属

　
し
、
ネ
ガ
は
提
出
。
応
募
作
品
は

　
返
却
し
な
い
。

町
奨
学
金
の
貸
付

　
新
し
く
高
等
学
校
ま
た
は
大
学
に
進

学
し
、
あ
る
い
は
現
在
こ
の
よ
う
な
学

校
に
在
学
中
の
人
で
、
学
資
に
困
っ
て

い
る
た
め
町
の
奨
学
金
を
借
り
入
れ
希

望
者
は
、
四
月
三
十
日
ま
で
各
区
長
を

経
由
も
し
く
は
直
接
町
教
育
委
員
会
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
に
は
次
の
書
類
が
必
要
で
す

▽
在
学
証
明
書
一
通
▽
健
康
診
断
書
一

通
▽
自
筆
履
歴
書
一
通

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
町
教
育
委
員
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

繋
懇
灘

　
　
　
　
　
　
　
二
月
届
出
分

齢三面三寺 ℃�
藤丸浦口月浦原…亡

冥
福
を
祈
り
ま
す

1
」
名

　
　
弘

丈
　
夫

ツ
　
　
マ

光
　
行

　
　
清

権
次
郎

豊
融
L

年
令
一
部
落

三
七
四
四
七
七

七
一
六
六
七
六

天
八

迫福仲小一坪小
野　　野　　野
内瀬深田深谷田

結
婚
　
お
め
で
と
う

氏
　
　
　
　
名
　
　
一
部
落

新
　
　
名
　
　
公
　
　
一

二
　
　
木
　
　
縛
　
　
一

高
　
　
木

塩
　
　
月

龍

子満

就
細
灘
弾

佐
　
　
藤
　
　
弥
栄
喜

黒
　
　
木
　
　
妙
　
　
子

福日
　向
瀬市

、日直

向
市瀬

小
野
田

福
　
瀬

迫
野
内

　
〃

…一一人　ロー一刀
≡　　46年3月1日現在　　≡
葦　　　　　　（　　）は対前月比　　　　　≡

≡　　男　3．506人　≡
≡　　　　　　　（一6）　　≡

1　女3．813人≡
≡　　　　　　（一7）　　≡

妻総　数　7．319人　1
≡　　　　　　　（一13）　　≡
≡世帯数　1．771世帯　≡

≡　　　　　　　（＋3）　　垂
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